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消防法に基づき、院内消防訓練を行いました。

今回は夜間想定の総合訓練を行いました。

消防署への通報訓練、消火器や屋内消火栓を使った初期消火訓練、

非常放送設備を使った避難誘導訓練、リネンを使った搬送訓練などを行いました。

訓練の前に事前研修を行います.

訓練の内容、必要性そして目的を理解しなければいけません.

煙感知器を作動させると消防設備が鳴動します.

さあ、訓練スタートです.

リネン庫で火災が発生しています.

消火器を使い、初期消火を行います.



屋内消火栓を使い、再び消火活動です.

火災報知機を押します.

院内に火災確定の非常放送が流れます.

ストレッチャーを使い、患者さんを搬送します.

今度はリネンを利用して搬送します.

包みかた、握りかたの工夫が必要です.



コツがわかると1人でも搬送ができます.

逃げ遅れのかたの確認後、防火戸を閉鎖します.

煙感知器連動での閉鎖も勿論可能ですが、

手動閉鎖ができるようになる事も大切です.

火災通報専用電話を使って消防本部へ連絡し、

通報訓練を行いました.

病院の名前、所在地のほか火災状況等を聞かれます.

｢慌てず、ゆっくり｣が大切です.

訓練の振り返りを行い、反省点を共有しました.

防火管理者からの総評後、訓練を終了しました.


